農村は変わったか -- ミャンマー地方点描 (特集 ミャンマー改革の3年 -- テインセイン政権の中間評価(2)) by 松田 正彦
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計 雨季作 乾季作 計 雨季作 乾季作
2009 13,653 （データ無し） 36,573 （データ無し）
2010 19,971 16,917 3,054 36,968 33,668 3,300
2011 7,697 5,336 2,361 8,730 5,430 3,300




















































る。これまでも土地の売り買いは自由に行っていたので、今のままでも不自由はないだろうとも思うが、やはりオーソライズされた権利には魅力があるようだ。圃場図が存在しないので、実際に農地を登記するために 、まず土地統計局の職員に農地を測量してもらわねばならない。それ 規定の作業費用を支払う必要があるという。以前は誰がお金を払ってまで登記するのかと笑っていたのに、今は測量に来てくれること 待ち望んでいる。測量士を他の村より早く呼ぶための賄賂が話題になるほどで、以前と比べて立場が逆転していた。　
この地域には、新しい土地制度
や農業ローンはまだ十分に浸透していない。 かし、少数民族の人びとが新しい政府の枠組みに自ら入ろうとする姿勢をみせていることは大きな変化である。ちなみに村のあるエリアは、ＰＮＯの支配する「特別区」の範囲に含まれて
いたが、憲法で新たに制定されたパオー族の「自治地域」から外れた。ＰＮＯはこれに不満を持っている。また、新たな の行政組織は、 と一定の距離保とうとしている。一方 ＰＮＯの民兵組織は完全に武装解除したわけではないようだ 少数民族自治地域 運営はまだ始まっ ばかりで手探り状態にある。●おわ に　
この少数民族特別区の人びとの
意識変化は、新しい政府 求心力の強さを示しているといえる。中央政府の政策が行き届く国の中心部よりもそこから距離をおく周辺部（少数民族州）の方が「豊か」であるという従来 ミャンマーの構図（参考文献④）は変容しつつあるのかもしれない。また、中央乾燥平原の農村部でみられた、村落区長や末端の公務員たちが活き活きと働いている姿は、少 くとも以前より、人びとにとって望ましい行政サービスが行われていることの現れである。さらに、の暮ら に バイクや携帯電話などのモノが急速に普及しはじめている。彼らも幾分かの変化を感じ取っている は間違 ない。
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ミャンマー農村の幸福な時間はもうしばらく続きそうである。しかし、この変化と現与党とを結びつけて考えている人はどれほどいのだろう。二〇一五年の総選挙それも明らかになる。（ま
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